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A.研究目的 

「パーキンソン病と関連疾患（進行性核上性麻

痺、大脳皮質基底核変性症）の療養の手引き」

が、平成 17 年 3 月、当時の厚生労働科学研究

費補助金難治性疾患克服研究事業「神経変性疾

患に関する調査研究班」(主任研究者 葛原茂

樹)の事業として作成された。その後、顕著に

進歩した新しい診断や治療に対応するため、平

成 28 年度に、神経変性班内外の有識者、特に

若手を中心とした先生方のご協力により、「パ

ーキンソン病の療養の手引き(改訂版)」が「神

経変性疾患領域における基盤的調査研究班」

（中島班）の事業として発行された。この手引

きは、Q&A 形式のわかりやすい病気の解説書

として、現在まで広く活用されてきた。しか

し、発行後 5 年近くが経過し、この間のさらな

る診療の進歩に対応するため、本研究班の事業

として、改訂版の作成を計画した。 

 

B.研究方法 

平成 28 年度の手引きの発行後、新しい薬剤(オ

ピカポン、ラサギリン、ロピニロール貼付

剤)、レボドパ・カルビドパ経腸療法、MRI ガ

イド下集束超音波治療(FUS: Focused ultrasound)

などが利用可能となった。そのため、こうした

診療の進歩に対応しつつ、より良いものとする

ための改訂を行う。 

 

研究要旨 

平成 17年に発行された「パーキンソン病と関連疾患（進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性

症）の療養の手引き」の改訂版として、平成 28 年度に「パーキンソン病の療養の手引き」が、

「神経変性疾患領域における基盤的調査研究班」（中島班）の事業として発行され、現在も中島班

のホームページからダウンロード可能となっている。しかし、発行後 5 年が経過し、この間に新

しい薬剤(オピカポン、ラサギリン、ロピニロール貼付剤)、レボドパ・カルビドパ経腸療法、MRI

ガイド下集束超音波治療(FUS: Focused ultrasound)などが利用可能となった。そのため、こうした診

療の進歩に対応しつつ、親しみやすいＱ＆Ａ形式、平易・簡潔な記載といった編集の基本方針を

引き継ぐ改訂版の作成を計画した。 
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C.研究結果 

今回の改訂でも、神経変性班内外の有識者、特

に若手の先生方を中心にご協力をいただくこと

を計画しているところである。形式は平成 28 年

度版を踏襲して、Q&A 形式で構成し、イラスト・

図を多用して、患者・介護者の立場に立ったわ

かりやすい記載を目指す予定としている。前回

の手引き作成以降の診療の進歩に対応するため、

改訂版には新しい治療選択肢についての記載を

加えることを計画している。 

 

D.考察 

患者さん、ご家族はもちろん、多くの医師、看

護師、理学療法士や作業療法士をはじめとした

医療や福祉の関係者に役立てられる手引きを目

指す。 

 

E.結論 

パーキンソン病の療養の手引きについて、最近

の診療の進歩に対応した改訂版の作成を計画し

ている。今回の改訂でも、多くの方々からご意

見をいただき、表現や用語を親しみやすくし、

わかりやすいものとすべく検討を行っていく。 
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